
開催趣旨 
11月28日(月)に、ISO 13482（パーソナルケアロボット安全規格）対応に向けたセミナーを開催
します。 

 一般財団法人 日本品質保証機構(JQA)では、国際標準化機構（ISO）への提案活動など豊富な実績を活か
し、生活支援ロボットの国際安全規格であるISO 13482の認証を世界に先駆けて行いました。 
 このような実績を踏まえ、設計・開発段階からの製品安全に関する技術サポートはじめ、ISO 13482に
基づく評価・認証など、幅広い技術サービスでお客さまとともに安全・安心なロボットを目指します。 

 私たちの支援サービスの一環として、「ISO 13482への対応を検討している」というお客さまを対象に、
ISO 13482の規格解説とともに、ISO 13482への対応の核となるリスクアセスメントを解説するセミナー
を開催いたします。 
 このセミナーでは、ISO 13482を理解したいがそのきっかけがつかめない方や、リスクアセスメントを
実施したいが体系立った実施方法などがわからない方にご理解いただけるよう、概要レベルの解説を行いま
す。 

ロボットを設計・開発されているメーカーさま、ISO 13482を学びたい方はぜひ、この機会をご利用く
ださい。皆さまのお越しを心よりお待ち申し上げております。 

  日時・会場 
2016年11月28日（月曜日）10:00～17:00 
JQA本部 17階セミナールーム 
東京都千代田区神田須田町1-25 
JR神田万世橋ビル 

セミナー開催日時・会場およびプログラム

セミナー対象・概要

＊当日のプログラムは、裏面をご覧ください。 

[セミナー対象]
・ISO 13482対応をご検討されているお客さま
・リスクアセスメント実施をご検討のお客さま
・ロボットの安全性確認を行いたいお客さま

[セミナー概要]
・ISO 13482 規格の概要解説
・リスクアセスメントの概要解説

＜会場地図＞ 

＜アクセス＞ 
・JR秋葉原駅（電気街口）徒歩4分
・JR御茶ノ水駅（聖橋口） 徒歩6分
・東京メトロ丸ノ内線 淡路町駅（A3出入口）徒歩3分
・東京メトロ銀座線 神田駅（6出入口）徒歩2分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B2出入口）徒歩6分
・都営地下鉄新宿線 小川町駅（A3出入口）徒歩3分

JQA セミナー 
 ISO 13482(パーソナルケアロボット)/ 

リスクアセスメント解説
2016.11.28（月）10:00～17:00 ※9:30受付開始 

セミナー受講費用

・10,000円



プログラム 

時間 内容 

 10:00-10:05 
  （5分） 

開催挨拶 
 一般財団法人 日本品質保証機構 
 認証制度開発普及室 室長 浅田 純男 

10:05-12:30 
（145分） 

「生活支援ロボットの安全性に関する国際規格ISO 13482の概要」 
 一般財団法人 日本品質保証機構 
 認証制度開発普及室 評価員 

12:30-13:00 
（30分） 質疑応答 

13:00-14:00 
（60分） 休憩 

14:00-16:30 
（150分） 

「リスクアセスメント概要」 
 一般財団法人 日本品質保証機構 
 認証制度開発普及室 評価員 

16:30-17:00 
（30分） 質疑応答 

※ 構成は変更となる場合がございますのであらかじめご了承ください。 

 一般財団法人 日本品質保証機構 認証制度開発普及室 
 〒101-8555 東京都千代田区神田須田町1-25 
 TEL.03-4560-5450 FAX.03-4560-9002    cert-scheme-dp@jqa.jp  

お問い合わせ 

お申込方法 

お申し込みは、上記のURLより受け付けております。皆さまのご参加をお待ちいたしております。 
定員：40名（定員になり次第、お申し込みを締め切らせていただきますので、予めご了承ください。） 
※認証機関・コンサルティング関係等同業他社のお申し込みはお断りする場合があります。 

お申込URL： 
http://www.jqa.jp/service_list/fs/topics/topics_fs_24.html 

JQA ロボット 検索 

-ISO 13482- 
ISO 13482は、2014年に発行されたパーソナルケアロボットの安全性に関
する国際規格です。 ISO 13482の規定する範囲は、医療用途で使われるも
のを除き、利用者の生活の質の向上のためにタスクを実行するロボットの安
全要求事項、安全関連制御システムに関する要求事項および使用上の情報
（マニュアル等）など幅広いものとなっています。また、ISO 13482では、
パーソナルケアロボットの特徴的なタイプとして、「Mobile servant robot
（移動作業型）」、「Physical assistant robot（人間装着型）」および
「Person carrier robot（搭乗型）」の3タイプが挙げられています。 

製品認証を取得し
たロボットには①
の認証マークに加
えて②をつけるこ
とができます。 

① 
② 
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